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WEBODE EABAGER のインストール備忘録 
 

はじめに 

OpenDroneMap（略して ODM）とは、無料の SFM ソフトウェアです。オルソ化から DSM の作成までこな

す万能ソフトです。ただし、オープンソースなので基本的には Linux 環境上でコマンドラインでの操作

が必要となるため、なかなか簡単ではありません。また、Windows 環境でも動作する仮想環

境を実現する Docker を使って ODM を動かす方法が HP で色々ありました。しかし、こちら

もなかなか難易度が高く、私が実験していた当初は、動いても途中でフリーズしたり、ジオリ

ファレンスが上手くいかず、変なところでオルソ化されたり、Windows で動いているとはい

え、結局コマンドラインでの入力が必要と使い勝手が悪く、すっかりあきらめていました。 

 こうした中、Web 上で動かす WebODM があることを HP で知り、早速インストールを試み

るものの、これも結構難解です。あれこれ実験しているうちに、WebODM Manager と言うものが

あるのを知りました。 

 WebODM Manager とは、簡単に言うと WebODM のインストーラーのようなものです。しかも有料で

す。ここでは、WebODM Manager アプリケーションをサポートしていますが、WebODM に関する質問

は別途フォーラムを見ろとのこと。価格は日本円で７千円程度だったので、思い切って購入してインス

トールしてみました。これが結構ややこしくて、色々と躓いた部分もありましたので備忘録として記録

しておきます。参考になれば幸いです。 

 なお、インストールには起動しなくなるなどのリスクが伴いますので、大切なデータのバックアップ

は必ずとり、自己責任でお願いします。（私の PC も一度死にました・・・） 

動作環境について 

 システムを動かす最低の動作環境は HP によると以下のとおりです。 

・Windows 7 以降（Windows 8 および Windows 10 がサポートされています） 
・MMX、SSE、SSE2、SSE3、および SSSE3 命令セットをサポートする 64 ビット CPU 以上（CPU は過去 8 年間

に製造されもの） 
・VT-X サポート（ほとんどのコンピューターはサポートしていますが、Azure などのクラウドプロバイダーはサポー

トしていません） 
・20 GB の空きディスク容 ※100GB 以上を推奨 
・4 GB RAM ※16 GB RAM を推奨 



最初にやるべきこと 

 ここでポイントなのが「VT-X サポート」の部分で

す。これは、大部分のパソコンが対応していたとして

も、この機能を有効にしなければ使えません。知らず

にインストールしていると、色々とエラーが出ますの

で、一番初めに BIOS の設定で有効（Enabled）にし

なければなりません。 

 BIOS の設定は、PC を起動する際に「F2」キーか

「Del」キーを押すことで表示されます。どこかに

「Intel Virtualization Technology（又は VT-X など）が

あるかと思います。最初は無効（Disabled）となって

いますので有効（Enabled）に変更し、保存してリス

タートしてください。（右図参照） 

 BIOS によっては、初めから有効になっていて、そ

もそも変更できないタイプもあります。 

 BIOS の設定はメーカーなどでそれぞれ異なってい

ますので、下記を参考に設定を変更してください。 

Intel 系製品 

Advanced > CPU Configuration >  Execute Disable Bit > [Enabled]    
Advanced > CPU Configuration >  Intel(R) VirtualizationTechnology > [Enabled] 

AMD 系製品 

Advanced > CPU Configuration > SVM > [Enabled] 

Hyper-V の有効化 

 ここもインストール時のエラーを解決するのに手間のかかった部分で、最初に

Hyper-V を有効にしておかないと、インストール時にエラーが出ます。コントロ

ールパネルから設定できますが、Windows7 の場合は標準で入っていないよう

で、別途マイクロソフトからダウンロードし事前にインストールを行って有効に

しましょう。 

 ※ただし、Hyper-V の機能は 64 ビット版 Pro の機能であるため、Home エディ

ションの場合は必要ないようです。 

DockerHub アカウントの登録 

 Pro エディションの場合のみですが、インストールの途中で Docker と言う OS レベルの仮想化環境を提供

するオープンソースソフトウェアをインストールすることとなりますが、その際に DockerID とパスワードを

求められますので、事前に取得しておくのが望ましいです。ここも手間取った部分ですが、Docker Hub から 

Docker イメージの検索や取得は、アカウントを持っていなくても可能となっているのですが、ログインして

おかないと後々Error: Could not update WebODM. WebODM directory does not exist によって WebODM がダ



ウンロードできない現象に陥るためです。Pro 版のみです。他のエディションではパスワードを求められませ

んでしたので ID を取得する必要は無さそうです。一応 ID 取得までのプロセスを記載しておきます。 

下記の Docker Hub に移動します。 

https://hub.docker.com/ 

 

  

登録したメール

アドレスにメー

ルが届きます 

ここは何も書

かなくて OK 

メールを開くと、このようなメッセージが届いて

いますので、左図赤丸の中の青い部分をクリック

することで登録が完了します。 



WEBODM MANAGER の購入 

WebODM で検索すると一番上に出てきます。後は下図を参考に進めてください。 

https://www.opendronemap.org/webodm/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入金が完了したら指定した場所にメールにが届きます。 

 

 ２通目のメールにダウンロード場所の URL が記載されていますので、ダウンロードしてください。 

 

  


